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３．２ 沿岸域調査の結果 

（１）湖北部から西部まで 

平成29年８月に芙蓉荘横実験区で定点調査した際、実

験区の外でホタルイ属が確認された。この地点の他、湖西

部のキャンプ場付近でもホタルイ属をまばらに確認した。

いずれの地点でも他の種類の水草は確認されなかった。 

写真１ ホタルイ属 

同地点の平成29年９月調査では、分布が東西に拡大し、

国土地理院ホームページの地図機能による概算範囲は約

54,000 ㎡であった。ホタルイ属は８月調査時よりも成長

し群生地も散見され、また同地点でヒルムシロ属とセキ

ショウモ属も数個体確認された。10 月以降の調査ではホ

タルイ属の分布が更に広がり、その範囲は約 100,000 ㎡

に及んだ。ただし、沿岸からの観察が難しい地点は観察で

きておらず、特に湖南部の調査は今後の検討課題である。 

図２ 水草復元範囲（ホタルイ属の分布） 

（２）湖北部から南東部まで 

平成29年８月、定点の菅川実験区及び古海用水周辺で

アオミドロ様の糸状緑藻が湖底及び護岸壁面に確認され、

一部はマット状に密集していた。なお、古海用水より西側

は足場が悪いため、踏査が可能な範囲のみで観察した。 

写真２ 糸状藻類のマット 

同地点の調査を平成29年９月に試みたが、湖の東部は

急峻な地形のため沿岸にたどり着くことや崖下の観察が

困難であり、また前述のとおり西側も踏査が難しかった。

このため詳しく調査できていないが、高密度で糸状藻類

が確認された地点は、その間は連続して分布していると

仮定して分布面積を概算した。10 月には湖の南東部で糸

状藻類が確認でき、かなり密集している様子から、東側一

帯の浅い範囲では全体的に分布しているものと考えた。 

また、11 月には定点の古海用水付近にホタルイ属とセ

キショウモ属の群落が確認され、その中に小エビや小魚

が多数生息している様子が確認できた。 

以上、北部から南東部までの約 250,000 ㎡に及ぶ広範

囲でアオミドロ様糸状緑藻類が確認され、また、北東部の

ホタルイ属群落の中に小エビや小魚を多数確認できた。 

図３ 水草復元範囲（糸状緑藻の分布） 

 

３．３ 考察 

長年にわたる先行調査の中でも、平成 22 から 24 年度

までの間、アオミドロと少数のセキショウモ及びエゾヒ

ルムシロが確認されたことがあった。平成25年度以降は

再び水草が消滅し、この消長の原因は明確ではないが、復

元は平成 21 年９月から平成 22 年６月までの間に６匹の

ソウギョが捕獲された直後のことであり、今回も平成 28

年度中にソウギョが６匹捕獲されていたことから、復元

の要因は湖内の食圧の低下だと推察しており、野尻湖は

現在、水草復元への分岐点に立っていると考えている。 

今後は未踏査地点の観察に力点を置いてモニタリング

調査を継続し、また、定量手法を検討の上、復元した水草

の定量データを蓄積していく予定である。 

かつて全滅した水草に復元の兆しが見えてきた。今の

ところは範囲及び種類が限定的であるため、当面は経過

を詳細に観察していく見込みだが、もしこのまま増え続

ければ船の航行障害や悪臭等を生じる恐れもある。人と

野尻湖がどう共生していくのか、地域住民や観光客等の

声を受け止め、一緒に考えていくことが重要である。その

ためにも正確な現況把握が必要であり、今後もモニタリ

ング調査は継続していきたい。 


